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管理体制の確立などの試行期

間を経て、満を持して発売す

るものです。

　そして日東精工の連結子会社、和光株式会社が販

売窓口となります。同社は商社として、ねじやねじ

締め機、流量計など日東精工の製品を販売するだけ

でなく、さまざまな部品を取り扱い、住宅機器メー

カーなど幅広い販売チャネルを構築しています。こ

のチャネルを活用して「MUELIGHT」の拡販を目

指します。と同時にこの「MUELIGHT」をひとつ

のツールとして、日東精工グループ内の連携をさら

に強めていくものです。

　10月12日から14日まで大阪南港ATCホールで開

催される「LIVING＆DESIGN2016」にも出展予定。

●「MUELIGHT」の専用サイト
　http://www.wacohkk.co.jp/products/muelight.html

新たな事業領域への挑戦です！
新空間演出ツール、LED電球スピーカー

「MUELIGHT」（ミューライト）を新発売しました
日東精工はファスナー事業、産機事業、制御システム事業の3つの事業部がシームレ
スに連携しながら「締結分野のトータルソリューション」を提供しています。と同時に新
事業への「挑戦」が新たな創造へつながると考え、この度、NITTO SEIKOブランド
のLED電球スピーカーを新発売しました。
今号はこの画期的新製品「MUELIGHT」をフィーチャーします。

　スピーカーらしきものがどこにもないのに、音楽

が流れてくる。「え、どこから聞こえてくるの？ え、

電球から！」とびっくりされるでしょう。本年 8月

29日当社 日東精工ではLED電球にBluetoothスピー

カーを一体化させたユニークな製品「MUELIGHT」
を新発売いたしました。　

　既存の照明器具か

ら、電球だけをこの

「MUELIGHT」に取

り換えるだけで、高

音質の音響設備に生

まれ変わります。工

事不要、複雑な配線も必要なしで、オーディオルー

ムやリビングだけでなく、キッチンやパウダールー

ムなど、自分の好きなところで音楽が楽しめますし、

部屋の省スペース化にも貢献。

　たとえばホテルの客室に採用されている場合、電

球がじつはスピーカーになっていて、スマホやタブ

レットと同期させて、自分（お客様）好みの音楽を

部屋全体で楽しむということなどもできるわけです。

　日東精工の製品群はこれまでB to B（企業間取引）

形態を主にしてきましたが、取り巻く環境は常に変

動しており、当社の事業領域も既存の充実に加え、

新たな拡充が求められていました。このLED電球

スピーカー「MUELIGHT」もその一環としてプロ

ジェクトを発足させたものであり、製品改良、品質

社員一同が商品を理解し
好きになることが基本で
す。当社各事業所で社員
向けに実演販売しました。

●スタイリッシュなデザインで自由に空間演出が可能
●Bluetooth機能でシンプルに音楽再生が可能
●圧巻の高音質
●利用シーンに合わせて選べる3モデル6種類
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　当社ファスナー事業
が8月10日に60周年を
迎えたことは前号です
でにお伝えしています
が、60周年を記念して、
あやべ市民新聞の8月
12日付で紙面1P全部
を使ってねじの特集を
していただきました。
　また「Newsweek（ニューズウイーク）」は世界
200か国以上で販売されているビジネス誌です
が、その日本語版8月23日発売号でも当社の事
業や製品が紹介されました。「The Extra Edge」
という、今、注目すべき話題の人、モノ、製品な
どをピックアップする連載ページで、当社 日
東精工の精密ねじ、極小ねじの優位性や「締結
のトータルソリューション」が紹介され、また
B to B（企業間取引）の会社でありながら、エン
ドユーザー向けへの合格祈願ねじプレゼントキ
ャンペーン実施などについても、ユニークな取
り組みであるとプラス評価をいただいています。

　日東精工の企業ブランドを高めていくために、
当社の事業や製品をより多くの方に知っていた
だくことが重要だと考えています。当社の等身
大の姿を御理解いただくことで、新たな要望も
生まれ、それにまたお応えしていくことが、お
客様満足度120％、信頼を重ねていくことだと
考えています。今後も発信力を高めて、新聞、
雑誌、テレビ、WEBなど多くのメディアに注
目いただけるよう、邁進してまいります。

世界のビジネス誌「Newsweek」が当社をピックアップ！

　今年の夏、日東精工では京都府立工業高校生のイ
ンターンシップを受け入れました。上の写真は7月
11日のあやべ市民新聞トップ紙面。日東精工での企
業体験の様子をレポートし、研修中に発案された高
校生のアイデアの具現化を目指していることを紹介
したものです。

　そして下の写真は舞鶴市にある「ポリテクカレッ
ジ京都」を今春卒業し、当社に入社した梅原義貴

（生産技術部 加工組立課勤務）が、卒業（総合）制作
として約 1 年をかけて完成させた「マーブルマシン」
です。「近畿ポリテックビジョン2016　最優秀展示
作品賞」など４冠に輝いた作品で、ビー玉と鉄琴で、
童謡や日東精工の社歌を自動演奏するマシンです。
　ニュースレターでは以前にも、舞鶴高専との産学
連携などを紹介しています。当社、日東精工は10代
の若い感性を大事にし、
それを伸ばし、大きな
力にすべく応援・サポ
ートしていきたいと考
えています。

ティーンエイジの若い感性も、日東精工の大きな力です！
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NITTO’s TOPICS

北米シカゴで開催される工作見本市で 
当社の技術力・総合力をアピール！

自動地盤調査機「ジオカルテ」が
累積販売台数2000台突破

流量計「クリーンフロー」を
フルモデルチェンジ

　アメリカ・シカ
ゴで 2 年に 1 度開
催される国際工作
見 本 市「 IMTS 」。
毎 回 、2000 社 以
上が出展し、全世
界から10万人を超
える技術者の来場者が見込まれる展示会です。9月
12日から17日まで開催される「IMTS2016」に日東
精工も出展し、「締結分野のトータルソリューショ
ン」を全米マーケットにアピールいたします。
　日東精工ではアメリカでの自動車産業の好景気を
背景に、産機事業分野（自動組立機械）が好調に推
移。今年の 6月6日には米国第 2 の拠点として「ア
メリカテネシー支店」を開設しています。今後もア
メリカでの新規開拓、販路拡大、そして既存ユーザ
ー様へのサービス拡充を図っていきます。

　造船、薬品・食品、エネルギー、石油業界などで
欠かせないのが「流量計」です。日東精工ではファ
スナー（工業用ねじ）だけでなく、制御システム事
業部で高性能の流量計を製造・販売しており、お客
様から常に高評価をいただいています。
　この度、質量流量計「クリーンフロー」をフルモ
デルチェンジ。「クリーンフロー」は高機能トラン
スミッタを搭載し、流量計測、短時間充填、流体の
濃度監視などで高精度に直接質量流量を計測できる
流量計ですが、新たにセンサー構造を見直し耐震性
をより高め、また計
測チューブ内径を大
きくし、低い圧力損
失と最大流量の拡大
を実現したものです。
　8月から受注を開
始しています。

新番組「ザ・ミッション」で
当社社長が4週連続インタビューを
受けました。
　企業トップへのインタビューを通して、その会社
の製品や技術・人の魅力を数回にわたり紹介してい
く、テレビ大阪の新番組「ザ・ミッション」。
　当社代表取締役社長、材木正己が取材インタビュ
ーを受け、その模様が8月11日から9月1日まで毎木
曜日4 週にわたって放映され、いろいろな角度から
当社の潜在力や魅力をご紹介いただきました。
　毎週25：05と深夜枠で、また大阪・神戸など限ら
れたエリアの方のみが視聴可能でしたので、この番
組のダイジェストを当社 日東精工のホームページで

紹介しています。こち
らもぜひご覧ください。

　当社が製造・販売する「ジオカルテ」が、この度、
累積販売台数2000台を突破しました。同機はスウ
ェーデン式サウンディング試験（SWS）をコンピ
ュータ制御によって初めて自動化した調査機であり、
従来の手動式試験方法から大幅な能率向上を図り、
快適で正確な貫入試験を実現したものです。「地盤
調査機といえばジオカルテ」といわれるまで業界の
スタンダード機械として認知されています。
　そして、既にこのニュースレターでも紹介してい
ますが、「ジオカルテ」は 宇宙航空研究開発機構

（JAXA）の「宇宙探査イノベーションハブ」研究
テーマのひとつに参画しています。国内外はもとよ
り、近未来、当
社の『地盤調査
機』が宇宙で活
躍するのも夢で
はありません。

ジオカルテ モデルチェンジ推移

http://www.nittoseiko.co.jp/ir/interview.html
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新 ・ 人 生 の ね じ を 巻 く 教 え ㉑

発行：日東精工株式会社企画室 ☎0773-42-3739  http://www.nittoseiko.co.jp/

「
急
だ
っ
た
の
で
…
…
」「
自
分
に
は
荷
が
重
い
」

　
自
分
の
成
長
を
放
棄
す
る
言
葉
は
絶
対
に
使
わ
な
い

綾
部
市
民
が
誇
れ
る
も
の
は

他
者
へ
の
思
い
や
り

　

会
議
や
冠
婚
葬
祭
の
挨
拶
、
そ
の
他

の
ス
ピ
ー
チ
で
「
急
の
ご
指
名
で
」
と

前
置
き
を
し
た
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
ね
。
で
も
こ
れ
は
見
苦
し
い
、
み
っ

と
も
な
い
言
い
わ
け
で
す
。
準
備
不
足
、

自
信
の
な
さ
を
露
呈
し
た
も
の
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
実
際
に
急
の
ご
指
名
な
ど
と

い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
し
ん
ば
急
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
会
場
に
入
っ
た
と
き
に
、
あ
ら
か
じ

め
そ
の
場
の
様
子
を
つ
か
ん
で
用
意
し

て
お
く
ぐ
ら
い
の
心
構
え
を
持
ち
た
い

も
の
。「
急
に
言
わ
れ
て
も
…
」
と
逃

げ
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
目
先
の

仕
事
に
し
か
目
が
向
い
て
い
な
い
証
拠
、

視
野
不
足
の
証
明
で
す
。
人
前
で
ス
ピ

ー
チ
、
挨
拶
、
話
を
す
る
の
が
上
手
で

あ
る
と
か
下
手
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
そ
の
場
の
空
気
を
感
じ
る
、

こ
の
次
に
は
何
が
く
る
か
、

あ
る
い
は
そ
ろ
そ
ろ
用
意

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

も
の
は
何
か
と
い
っ
た
読

み
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

話
が
苦
手
な
ら
な
お
の
こ

「
あ
や
べ
の
イ
チ
バ
ン
！
」
と
い
う

小
冊
子
を
綾
部
市
が
発
行
し
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
産
業
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
「
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン（
1
位
）」「
フ
ァ
ー
ス
ト（
最
初
）」

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
（
唯
一
）」
が
50
件

ほ
ど
掲
載
さ
れ
、
当
社 

日
東
精
工

の
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ね
じ
生
産

力
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
綾
部
で
は
高
齢
者
や
障

害
者
、
弱
い
立
場
の
人
に
関
連
す
る

「
イ
チ
バ
ン
」
が
多
い
の
も
自
慢
で

す
。
た
と
え
ば
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
毎
月
は
が
き
を
送
る
「
ふ
れ
あ

い
メ
ー
ル
」
は
綾
部
市
が
全
国
で
初

め
て
実
施
し
た
も
の
。
綾
部
は
「
全

国
車
イ
ス
駅
伝
発
祥
の
地
」
で
も
あ

り
、「
い
こ
い
の
村
・
栗
の
木
寮
」

は
全
国
初
の
「
ろ
う
重
複
障
害
者
施

設
」。
そ
の
ほ
か
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
、
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

の
数
は
京
都
府
内
最
多
」
な
ど
な
ど
。

　

綾
部
の
街
は
人
に
や
さ
し
い
、
思

い
や
り
に
満
ち
溢
れ
た
街
な
の
で
す
。

と
万
が
一
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
備
え

た
い
も
の
。「
急
に
」
と
言
い
た
い
と

き
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
絶
対
に
言
わ

な
い
の
だ
と
す
る
心
意
気
が
あ
な
た
を

成
長
さ
せ
る
の
で
す
。

　

ま
た
「
自
分
に
は
ま
だ
ま
だ
荷
が
重

い
」
と
か
「
ほ
か
に
相
応
し
い
人
が
い

る
」
と
い
う
言
葉
も
同
様
に
Ｎ
Ｇ
ワ
ー

ド
で
す
。
雑
務
を
押
し
つ
け
ら
れ
そ
う

に
な
っ
た
と
き
の
体
の
い
い
断
り
方
で

も
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
の
こ
と
を
評

価
し
期
待
し
声
を
か
け
ら
れ
て
い
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
応
え
る
べ
く

努
力
す
る
、「
未
熟
で
す
が
、
努
力
し

ま
す
の
で
ぜ
ひ
私
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
い
」
と
前
向
き
に
な
る
の
が
、
本

来
あ
る
べ
き
姿
で
し
ょ
う
。
与
え
ら
れ

た
使
命
に
逆
ら
う
の
は
、
謙
遜
で
な
く
、

不
遜
で
あ
る
と
心
得
た
い
も
の
で
す
。

（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
蒲
田
春
樹
）

ね じ の あ る 街・ あ や べ の 魅 力

『人生の「ねじ」を巻く77
の教え』（ポプラ社）は当社
オリジナル教則本を一般
向けに再編集したもの。
書籍に掲載していないも
のや重複しても更新して
いくべきものなどを随時
ここでご紹介していきます。

ねじ大好き!
コラム

　小豆島を舞台に新任女性教師と子供たち
の交流を描いた『二十四の瞳』。かつては
教科書にも掲載され、何度も映画化やドラ
マ化されている不朽の名作です。
　この『二十四の瞳』の著者、坪井榮の作
品集に『ねじのゆくえ』という短編を見つ
けました。主人公の男の子は新しく買って
もらったおもちゃの機関車が原因でお隣の
幼なじみとケンカになります。「貸して、
貸さない」というたわいないケンカですが、
後で機関車をみると、ねじ1本がなくなっ
ていることに気がつきます。探してもなか
なか見つからない。仕方なくお母さんに報
告すると、幼なじみが持っていったのでは
と言われ、それに応えて「そんなこと彼は
しないよ」と幼なじみをかばいます。
　たとえケンカはしても、友を信じるとい
うストーリー。小さなねじが「絆」を確か
め深めるという温かい余韻のあるお話です。

絆を深める童話「ねじのゆくえ」


